
正誤表 

 

『理学療法評価学』第 6 版補訂版第 1 刷（2022 年 1 月 31 日発行），第 2 刷（2023 年 1 月 20 日発行），第

3 刷（2024 年 1 月 20 日発行），第 4 刷（2025 年 1 月 20 日発行）で，一部に過去の文献に基づく（『新・

徒手筋力検査法』原著第 5 版以前の）記載がございました。参考文献とした『新・徒手筋力検査法』原著

第 8 版のとおり訂正し，お詫び申し上げます。 
 

2025 年 9 月 10 日                               金原出版株式会社 
 

記 

 

頁 108，109 

訂正箇所 表 5-3 徒手筋力検査法 「神経レベル」欄（赤字が訂正後の内容） 

正 

 



正 

 

 
以上 



正誤表 

 

『理学療法評価学』第 6 版補訂版第 1 刷（2022 年 1 月 31 日発行），第 2 刷（2023 年 1 月 20 日発行），第

3 刷（2024 年 1 月 20 日発行）に誤りがございました。下記のとおり訂正し，お詫び申し上げます。 
 

2024 年 7 月 3 日                               金原出版株式会社 
 

記 

 

頁 訂正箇所 誤 正 

81 26 行目 
 

参考可動域 回内 0°→90°，内外 0°
→90° 

参考可動域 回内 0°→90°，回外 0°
→90° 

87 下から 7 行

目 
参考可動域 屈曲 0°→45°，伸展 0°
→20° 

参考可動域 底屈 0°→45°，背屈 0°
→20° 

91 6 行目 基本軸 両側の後上腸骨棘を結ぶ線 基本軸 両側の上後腸骨棘を結ぶ線 

91 8 行目 交 点 両肩峰を結ぶ線と両後上腸骨

棘を結ぶ線の交点 
交 点 両肩峰を結ぶ線と両上後腸骨

棘を結ぶ線の交点 

108 「足関節・

足」下から 3
項目 

背屈と内反 
内   反 
外   反 

背屈と内反し 
内 反 し 
外 反 し 

 
以上 



正誤表 

 

『理学療法評価学』第 6 版補訂版第 1 刷（2022 年 1 月 31 日発行），第 2 刷（2023 年 1 月 20 日発行）に誤

りがございました。下記のとおり訂正し，お詫び申し上げます。 
 

2023 年 10 月 10 日                              金原出版株式会社 
 

記 

 

頁 訂正箇所 誤 正 

79 下から 4 行

目 
 

出発肢位 腰掛け坐位で肩関節を

90°外転し，手掌を下に向けた姿勢 
出発肢位 腰掛け坐位で肩関節を

90°外転し，手掌を前方に向けた姿勢 

 
以上 



正誤表 

 

『理学療法評価学』第 6 版補訂版第 1 刷（2022 年 1 月 31 日発行）に誤りがございました。下記のとおり

訂正し，お詫び申し上げます。 
 

2022 年 10 月 18 日                              金原出版株式会社 
 

記 

 

頁 361 
訂正箇所 機能障害（心身機能，身体構造）の表 

誤 ― 

正 3．知的機能障害  ①知能低下   ・改訂長谷川式簡易知能評価スケール  を追加 

 

頁 361 
訂正箇所 社会的不利（参加）の表 

誤 1．認知障害   ①精神機能低下  ・改訂長谷川式簡易知能評価スケール  を削除 

正 ― 

 

頁 361                                         
訂正箇所 社会的不利（参加）の表 

誤 2．生活環境 

正 1．生活環境 

 

 

 
以上 



更新情報 

 

『理学療法評価学』第 6 版補訂版第 1 刷（2022 年 1 月 31 日発行）の掲載図に転載元による情報の更新が

ございました。日本リハビリテーション医学会，日本整形外科学会，日本足の外科学会による「2022 年 4
月改訂、関節可動域表示ならびに測定法の修正について」（2022 年 6 月告知）に従い，下記のとおり訂正

いたします。 
 

2022 年 6 月 23 日                               金原出版株式会社 
 

記 

 

頁 訂正箇所 誤 正 

74 
 
 
 

 

表 4-2 
E．その他の

検査法 
肩-外旋/内旋 
参考図   

74 表 4-2 
E．その他の

検査法 
表下部 

（著者注 ✽参考図では回外位となっ

ている） 
（著者注を削除） 

 
以上 


